
 
【令和３年度各会計決算係る市長提案説明要旨】 

(R4.9.5) 

 

令和３年度伊丹市一般会計歳入歳出決算について御説明申し上げます。 

令和３年度は、第６次伊丹市総合計画に基づく前期実施計画の初年度として、そ

の将来像であります「人の絆 まちの輝き 未来へつなぐ 伊丹」の実現に向けた

施策を着実に推進し、マニフェストでお約束いたしました事業をはじめ、新型コロ

ナウイルス感染症対策に重点的に取り組んでまいりました。 

その１つ目として、高度医療の提供を可能とする統合新病院の実施設計を行うと

ともに、市立伊丹病院の診療機能を強化するため、内視鏡手術支援ロボット「ダヴ

ィンチ」を導入しました。 

２つ目に、保育所等における待機児童の解消を図るため、３カ所の民間保育所の

整備や保育士確保に取り組む民間保育事業者の支援に努め、令和４年４月には６年

連続で年度当初の待機児童ゼロを達成することができました。 

３つ目に、伊丹郷町館、美術館、工芸センター、柿衞文庫を擁する「みやのまえ

文化の郷」に博物館を移転集約し、歴史・芸術・文化の発信拠点となる市立伊丹ミ

ュージアムを整備しました。 

４つ目に、市バス全車両や市内全小学校児童くらぶに設置した、まちなかミマモ

ルメ移動式受信器の運用、地域ぐるみの見守り体制の強化などにより、街頭犯罪認

知件数が２０１４年比で約７割減少しました。 

５つ目に、２０５０年カーボンニュートラルの実現に向け、市と協定を締結した

事業者との連携により、市内戸建て住宅へ太陽光発電、及び蓄電池設備の共同購入

支援事業を実施しました。 

６つ目に、行政のデジタル化の推進による市民の利便性向上を目指し、キャッシ

ュレス決済の導入や転出届・戸籍関係証明書などについてオンライン申請サービス

を開始しました。  

次に、新型コロナウイルス感染症対策として、希望する市民が円滑にワクチンを

接種することができるよう、医師会をはじめ関係者と連携を図りながら個別接種や

集団接種により、３回目までの接種を実施しました。感染症の影響等を踏まえ、子

育て世帯に対し、対象児童１人あたり５万円の子育て世帯生活支援特別給付金や対

象児童１人あたり１０万円の子育て世帯臨時特別給付金を支給しました。また、速



 
やかに生活・暮らしの支援を行う観点から住民税非課税世帯等に対して、１世帯あ

たり１０万円の臨時特別給付金を支給するとともに、困窮世帯などに対して世帯人

員数に応じた支援金を支給しました。 

加えて、一昨年度に続き新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活

用し、様々な感染症対策に取り組みました。まず、「感染拡大防止対策」として、

新型コロナウイルス感染症により自宅療養となった方に対し、日常生活に必要な食

料や衛生用品等の物資支援を行いました。 

また、市内全ての小・中学校・特別支援学校に、児童の健康管理や消毒作業など

を行うスクール・サポート・スタッフを配置しました。「生活や雇用の維持と事業

の継続支援」として、コロナ禍の影響を受け、売上が減少した市内の個人事業主や

小規模企業者、市内観光産業を担う宿泊、交通、酒造事業者に対して支援金を支給

しました。 

「地域経済の活性化」として、消費喚起と地域商業の活性化を図るため、商店街

等が取り組むプレミアム付お買い物券の発行を支援するとともに、購入金額に応じ

て一定の割合で決済業者のポイントを付与するポイント還元事業などを実施しまし

た。 

「社会的な環境の整備・新しい暮らしのスタイルの確立」として、市民の利便性

向上を図るために市役所新庁舎窓口におけるＩＣＴを活用したスマート窓口支援シ

ステムの導入準備を進めました。 

 

令和３年度から令和６年度を計画期間とする行財政プランの目標達成に向け、健

全な財政運営に努めました。まず、令和３年度の財政状況について、御説明申し上

げます。 

一般会計の歳入総額は、９７６億１，６５１万円、歳出総額は、９５５億４，３

７３万５，０００円となり、ここから翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた実質

収支は、１１億５０１万３，０００円となりました。 

歳入におきましては、その根幹をなす市税が総額で、３１５億３，９６６万３，

０００円と、前年度に比べ、３，８８０万２，０００円、０．１％の増となりまし

た。 

市債の発行額は、新庁舎整備事業や文化施設等整備事業、認定こども園整備事業

の増加等により、１１０億５，６２０万６，０００円となり、前年度に比べ、２５



 
億３，９９２万２，０００円、２９．８％の増となりました。 

歳出につきましては、扶助費が、コロナ禍の影響を受けている子育て世帯を支援

する「子育て世帯臨時特別給付金」等の増加に加えまして、保育所保育委託料や障

害福祉サービス費等の社会保障関係経費の増加等により、２９９億６６１万３，０

００円となり、前年度に比べ、５３億２，６７３万５，０００円、２１．７％の増

となり、前年度に引き続き、過去最高額を更新しました。 

人件費は、会計年度任用職員の報酬や退職手当が増加したこと等により、１３９

億３，７６１万３，０００円となり、前年度に比べ、５億８万２，０００円、３．

７％の増となりました。 

普通建設事業費は、新庁舎等整備事業等を実施したことなどにより、１３１億１，

３８０万円となり、前年度に比べ、３８億９，７６２万９，０００円、４２．３％

の増となりました。 

市の貯金であります、財政調整基金につきましては、新型コロナウイルス感染症

対策事業や幼児教育関連施策に伴う取崩しを行った一方、決算剰余金残余のほか、

幼児教育施設の跡地売却収入に係る積立てを行った結果、総額で、５８億９，１５

６万８,０００円となり、前年度に比べ、９億２，２４１万６,０００円、１８．

６％の増となりました。 

市の借金に当たります、地方債残高につきまして、特例債は、地方交付税の代替

措置であります、臨時財政対策債が減少したものの、普通債は、普通建設事業等の

増により、前年度に比べ、４２億９，９４２万円増加し、３１億２，４７４万４，

０００円となり、地方債現在高の総額といたしましては、前年度に比べ、３６億４，

５８８万６，０００円増加し、６４５億９，９７６万１，０００円となっておりま

す。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく指標について御説明申し上げ

ます。まず、実質赤字比率と連結実質赤字比率につきましては、黒字のため、前年

度と同様に該当がなく、実質公債費比率は、４．５％と、前年度に比べ、０．６ポ

イントの減少、将来負担比率は、公債費充当可能財源等が将来負担額を上回ったた

め該当なしとなりました。なお、同法に基づく、公営企業の資金不足比率について

は、該当がございませんでした。 

行財政プランに掲げた財政指標の目標達成度合いについてでありますが、標準財

政規模に対する財政調整基金の割合については、財政調整基金の残高が、普通交付



 
税の再算定により標準財政規模が拡大したことなどから目標達成とはなりませんで

したが、その他の項目においてはすべて達成しております。 

こうした状況のもと、令和３年度に推進してまいりました、主な取組について、

第６次伊丹市総合計画の体系に沿って、御説明申し上げます。 

はじめに、大綱１、「安全・安心」についてでありますが、本年１１月２８日の

開庁を目指し、防災拠点として市民の暮らしを守り・支える新庁舎整備事業におい

て、本体建設工事を進めました。避難所生活での感染症対策やプライバシー保護の

ためのテント型間仕切り等の災害対応物資を購入するとともに、感染症対策の備蓄

物資の保管場所として笹原公園第２備蓄倉庫を整備しました。災害情報収集、Ｌア

ラート情報提供、気象情報提供を行う「ＬＩＮＥ防災アプリ」、県や市からの緊急

情報及び各種気象情報等を提供する「いたみ防災ネット」により、気象警報や避難

支援情報等を迅速・広範囲に市民へ提供する災害情報等広報事業を実施しました。

雨水整備計画に基づき、瑞穂・広畑地区における超過降雨対策として、瑞ヶ丘公園

野球場地下の雨水貯留施設から昆陽池までの雨水導水管布設工事を実施しました。

また、船原地区において新たに雨水管渠を新設しました。消防庁舎の空調設備等の

更新整備や照明器具のＬＥＤ化工事等を実施するとともに、消防力の充実強化を図

るため、資機材搬送車及び査察車を更新しました。 

次に、大綱２、育ち・学び・共生社会についてでありますが、伊丹市幼児教育推

進計画に基づき、ささはらこども園を整備しました。幼児教育センターにおいて、

小学校教員を交えての実践交流を含めた研修会を開催しました。また、就学前施設

に関わる保育者の専門性の向上と幼小接続の推進等を図るため、幼児教育シンポジ

ウムを開催しました。保育業務の効率化や効果的な事故防止・安全対策を図るため、

私立保育所等４施設にシステムや必要機器の導入費用を支援しました。ＩＣＴ教育

の推進のため、授業でのタブレット端末の操作支援をはじめとして、行事、研修等

でＩＣＴ活用を支援するＩＣＴ支援員を３名増員するとともに、オンライン授業に

対応したＷｅｂ会議システムを導入しました。放課後児童くらぶの充実を図るため、

伊丹及び池尻児童くらぶの専用室の改修を実施しました。全ての子どもの権利を擁

護するため、要支援児童及び要保護児童への支援並びに学校や保健センターなどの

関係機関との連携を強化するこども家庭総合支援拠点を整備しました。 

次に、大綱３、健康、医療、福祉についてでありますが、保健センター・口腔保

健センター・休日応急診療所の３つの機能を集約し、機能的で全世代が利用できる



 
新保健センターの建設工事に本格的に着手しました。不妊症の早期発見、早期治療

を勧奨するとともに、経済的負担を軽減するため、不妊治療に係る保険適用外の検

査費用を助成しました。がん患者の心理的負担を軽減し、就労等社会参加を促進す

るため、医療用ウィッグなどの補正具の購入費用を助成しました。高齢者の疾病予

防や重症化予防、生活機能の改善等を図るため、糖尿病等の重症化予防に関する保

健指導やフレイル予防に関する健康教育等を実施しました。地域共生社会の実現に

向け、相談支援、地域づくりに向けた支援、参加支援の３つを一体的に実施する重

層的支援体制整備事業を実施しました。 

次に、大綱４、市民力・にぎわい・活力についてでありますが、地域コミュニテ

ィの基盤強化を図り、市民による主体的なまちづくりを推進するため、荻野、鴻池

の２小学校区の地域自治組織に対して、地域ビジョンの策定を支援するとともに、

１１小学校区の地域自治組織に対して、地域総括交付金を交付しました。伊丹市公

共施設再配置基本計画に基づき、緑ケ丘センター、東緑ケ丘センター、遺族会館を

集約し、地域の活動拠点となる緑ケ丘センターを整備しました。市内での創業を促

進し、本市産業の振興及び雇用の創出を図るため、創業に係る経費の一部を補助す

る創業支援補助金を支給しました。伊丹市ＰＲ冊子を官民連携で作成するとともに、

ターゲットに訴求した情報発信を行うため、Ｇｏｏｇｌｅリスティング広告やＬＩ

ＮＥ広告を実施しました。「また訪れたい、ずっと暮らしたい、歴史・文化・芸術

と育つ郷町（まち）」を目指すべき中心市街地の都市像として設定した、第三期中

心市街地活性化基本計画を策定しました。日本遺産ＰＲのため、旧岡田家住宅・酒

蔵内に日本遺産コーナーを設置し、ここで放映する本市の清酒の歴史・文化を紹介

する映像を制作するとともに、市バスにラッピング広告を行いました。 

次に、大綱５、環境・都市基盤についてでありますが、市役所本庁舎等９施設で

の再生可能エネルギー１００％電力調達やゼロカーボン・ドライブを実施するなど

様々な地球温暖化対策に取り組みました。市営斎場について、施設の老朽化への対

応や、地下式場の利用率向上を図るため、内外装や設備の改修、食事可能な休憩室

の整備など大規模改修工事を実施しました。空き家の解消を図るとともに、市内へ

の定住の促進を図るため、市内空き家等を居住用として活用する世帯に改修費の一

部を支援しました。市営住宅等整備計画に基づき、既存住宅を長期にわたり維持す

るための耐震補強及び外壁・屋上防水改修工事を実施するとともに、エレベーター

設置の実施設計や用途廃止となった団地の解体工事を実施しました。バス利用者へ



 
のサービス向上のため、スマートフォン等でリアルタイムに車内の混雑状況や車両

位置、運行状況等を検索できる「いたみバスナビ」の試験運用を開始しました。自

転車や歩行者が安全・快適に利用できる通行空間を確保するため、伊丹市自転車活

用推進計画に基づき、市道昆陽車塚線の自転車レーンの整備を実施するとともに、

伊丹市街路樹管理計画に基づき、市道森本線の歩道再整備を実施しました。 

最後に、大綱６、参画と協働・行政経営についてでありますが、行政サービスの

デジタル化を進めるため、転出届や住民票の写し、戸籍関係証明の請求のオンライ

ン申請サービスを開始しました。来庁者の利便性の向上と非接触・非対面による公

金収納に対応するため、公金自動収納機を本庁舎１階会計室内に設置しました。マ

イナンバーの取得機会の拡大と手続きの利便性向上のため、休日開庁や出張窓口の

開設を実施するとともに、マイナンバーの周知を図るため、各種広報媒体を活用し

ＰＲを行いました。行財政改革では、ＡＩによる問い合わせ対応の自働化「ＡＩ案

内サービス」、通勤手当計算などにおいてＲＰＡなどのデジタル技術を活用した業

務効率化及び電子決裁機能を有した文書管理システムの導入など「Smart Itami」の

取り組みを推進しました。以上、令和３年度の主な事業概要について、御説明いた

しました。 

引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止対策をはじめ感染拡大の影響を受け

ている市内経済や市民生活を支援する取組を推進するとともに、第６次伊丹市総合

計画に掲げる将来像「人の絆 まちの輝き 未来へつなぐ 伊丹」の実現にけた施

策に取り組んでまいります。 

 

特別会計についてご説明申し上げます。 

 

令和３年度伊丹市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算についてでありますが、

歳入総額は前年度に比べ、４．７％増の、１９３億２８２万１，８０１円に、また

歳出総額では、３．４％増の、１８８億８，６５５万１，４４５円となりました。 

歳入の国保税収入は、被保険者数の減少による影響等を受けて、前年度に比べ、

２，１７６万９，７２４円の減となりましたが、県支出金は新型コロナウィルス感

染症の影響を受けて抑制されていた受療行動が回復したことによる医療給付費の増

加に伴い、７億５３万９，０５５円の増となり、歳入は、８億６，３４４万７１１

円の増となっております。 



 
一方、歳出における医療給付費は県支出金同様、受療行動が回復したことにより、

前年度に比べ、６億９，９３２万３，３４８円の増となり、国民健康保険事業費納

付金は、被保険者数の減少による影響等を受けて、８，８００万７，６７２円の減

となったため、歳出は、６億２，６８９万５，３０７円の増となっております。 

これらの結果、実質収支で、４億１，６２７万３５６円の黒字となりました。こ

の額から、前年度実質収支額を差し引いた単年度収支では、２億３，６５４万５，

４０４円の黒字となりますが、基金繰入金等を差引きした実質的な単年度収支は、

８，９６４万５９６円の赤字決算となっております。なお、歳入歳出差引額４億１，

６２７万３５６円につきましては、令和４年度予算へ繰り越しております。 

 

令和３年度伊丹市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算についてであります

が、令和４年３月３１日現在の被保険者数は、２万７，１１４人で、歳入総額は、

前年度に比べ、０．９％増の、３１億２，１５３万６，６４２円、また歳出総額は、

前年度に比べ、０．９％増の、３１億２，０４０万９，５９９円となっております。

歳入総額から歳出総額を差し引いた実質収支額は、１１２万７，０４３円となって

おります。 

 

令和３年度伊丹市介護保険事業特別会計歳入歳出決算についてでありますが、歳

入総額は、前年度に比べ、４．８％増の、１５５億８７９万９１０円、また、歳出

総額は、前年度に比べ、５．０％増の、１５３億２，２５７万２８２円となってお

ります。歳入総額から歳出総額を差し引いた実質収支額は、１億８，６２２万６２

８円の黒字となっております。 

令和４年３月３１日現在の要介護認定者数は、１万９１２人で、前年度に比べ、

５．０％の増となっており、介護給付費は、居宅介護サービス給付費等が、１０１

億５，０９１万５，８２０円、施設介護サービス給付費等が、３８億９，５１２万

１，２４４円で、合計１４０億４，６０３万７，０６４円となっております。これ

は介護保険事業計画を、２．５％上回っております。  

また、地域支援事業費につきましては、介護予防・生活支援サービス事業費とし

て、４億８，７２１万１，９８９円、一般介護予防事業費として、１，７０６万５，

５８１円、包括的支援事業・任意事業費として、２億４，１５９万８８９円、合計

７億４，５８６万８，４５９円となっております。これは介護保険事業計画を５．



 
５％下回っております。 

 

令和３年度伊丹市鴻池財産区特別会計歳入歳出決算についてでありますが、１，

０６３万４，５８２円をもって、財産区財産の管理等を行ったほか、基金利子相当

額等を基金に積み立てたものであります。 

 

令和３年度伊丹市荒牧財産区特別会計歳入歳出決算についてでありますが、１，

３４８万９，７１８円をもって、財産区財産の管理等を行ったほか、基金利子相当

額等を基金に積み立てたものであります。 

 

令和３年度伊丹市新田中野財産区特別会計歳入歳出決算についてでありますが、

１，８２５万８，２８１円をもって、財産区財産の管理等を行ったほか、基金利子

相当額等を基金に積み立てたものであります。 

 

企業会計についてご説明申し上げます。 

令和３年度伊丹市病院事業会計決算についてでありますが、令和３年度は統合新

病院の整備事業として、職員宿舎の解体工事を行い、土地取得のために物件移転補

償契約を行いました。また、保全改修工事として空調設備他の改修工事を行うとと

もに、医療機器の整備を行い、高度医療の充実や医療安全と医療の質向上を図り、

地域の基幹病院としての役割を果たすよう努めました。 

経営状況につきましては、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の対応に

伴い、入院患者数は減少したものの１人１日当り収益の増加により前年度より医業

収益は増加しており、また国県の補助金を受けて、７億６,８２０万５,７４５円の

純利益を計上することができました。 

 

令和３年度伊丹市水道事業会計決算についてでありますが、より安全で、良質な

水道水の安定供給に向け、配水管の更新改良工事をはじめ、千僧浄水場１系配水ポ

ンプ用インバータ等更新改良工事を実施するなど、給水サービスの向上と、ライフ

ラインとしての施設の高水準化を図りました。 

収益的収支につきましては、支出において、受水費や減価償却費が増加しました

が、収入において、令和２年度に新型コロナウイルス感染症対応策として基本料金



 
を２期・４か月分減免していたことの影響などにより、令和３年度は水道料金収入

が前年度より増加したため、３億１，２４３万６，５６８円の純利益を計上するこ

とができました。 

 

令和３年度伊丹市工業用水道事業会計決算についてでありますが、収益的収支に

つきましては、支出において、資産減耗費が増加しましたが、収入において、超過

使用水量の増により水道料金収入が増加したことなどで、９，７６４万９，４５３

円の純利益を計上することができました。 

 

令和３年度伊丹市下水道事業会計決算についてでありますが、安定的な下水道サ

ービスの提供に向け、国の補助金を活用した汚水管渠の更生工事や、西野雨水ポン

プ場耐震補強工事を実施するなど、浸水の防除や生活環境の改善、公共用水域の水

質保全などに取り組みました。 

収益的収支につきましては、収入において、令和２年度に新型コロナウイルス感

染症対応策として基本使用料を２期・４か月分減免していたことの影響などにより、

令和３年度は下水道使用料収入が前年度より増加し、支出においても、支払利息が

減少したことなどにより、６億４，２０２万７，４４５円の純利益を計上すること

ができました。 

 

令和３年度伊丹市交通事業会計決算についてでありますが、昨年度と同様、新型

コロナウイルス感染症の影響を受け、非常に厳しい経営を強いられた１年となりま

したが、市民の皆様をはじめとする市営バス利用者の皆様に、引き続き安全・安

心・快適な市営バスサービスを提供するため、様々な取組を推進いたしました。 

主な事業といたしましては、乗合バス車両６両の更新ならびに、バス停留所上屋

など停留所諸施設の整備事業を実施したほか、バス車内の混雑状況や、バスの位置

情報をパソコンやスマートフォンを通じてリアルタイムに提供する「いたみバスナ

ビ」を新たに導入いたしました。 

損益につきましては、効率的な事業運営に努めたものの、コロナ禍における運賃

収入の減収の影響は大きく、２億８，９９０万７，０００円の純損失を計上するこ

ととなりました。 

 



 
令和３年度伊丹市モーターボート競走事業会計決算についてでありますが、本年

度は尼崎本場での開催の他、姫路・滝野・洲本・朝来・相生の５つの場外発売場の

運営を行う中、経営改善に取り組み、収益の確保に努めました。 

収益的収支につきましては、収入では、尼崎本場及び専用場外発売場の売上は当

初見込みを下回りましたが、スマートフォンを中心とした電話投票の売上が好調に

推移し、支出においても経常経費の削減に取り組んだ結果、一般会計への繰出金３

億円を執行し、１０億１，３７７万３，３３０円の純利益を計上することができま

した。 


